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秋
大
医
学
部
サ
ー
ク
ル

　
約
ハ
割
の
医
師
は
外
国
人
患
者
の
診
療
経
験
が
あ
る
も
の
の
、
今
後
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
よ
う
と
い

う
医
師
は
四
人
に
ブ
人
。
そ
し
て
診
療
の
ネ
ッ
ク
と
な
る
の
は
言
葉
－
秋
田
犬
医
学
部
の
学
生
サ
ー
ク
ル

「
国
際
医
療
交
流
会
」
　
（
千
野
佳
恵
会
長
）
が
、
昨
年
暮
れ
か
ら
県
内
の
医
師
を
対
象
に
行
っ
た
「
外
国

人
患
者
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
、
こ
ん
な
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。
県
内
で
も
在
日
外
国
人
の
増
加
に
伴
い
、
医
療
機
関
の
利
用
が
増
え
て
い

る
と
み
ら
れ
、
「
言
葉
の
壁
や
医
療
費
負
担
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
外
国
人
向
け
の
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
が
必
要
」
と
司
会
は
指
摘
し
て
い
る
。

　　外国人患者の診療経験
［
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県内医師にアンケード

多
い
通
訳
派
遣
の
要
望

　
開
会
は
秋
田
犬
医
学
部
生
十

五
人
の
サ
ー
ク
ル
。
東
京
で
在

日
外
国
人
の
医
療
相
談
、
医
療

機
関
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い

る
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
日

一
本
支
部
と
連
絡
を
取
り
な
が

・
ら
、
同
家
の
シ
ス
テ
ム
を
県
内

　
に
も
作
ろ
う
と
、
医
学
生
の
立

　
助
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
県

国
際
交
流
協
会
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
受
け
て
実
施
。
質
問
内
容

は
医
師
の
語
学
力
、
外
国
人
患

者
の
診
療
経
験
、
診
療
の
際
の

問
題
点
、
今
後
の
外
国
人
患
者

の
受
け
入
れ
へ
の
態
度
な
ど
。
人
が
七
十
八
入
と
回
答
者
の
半

五
百
八
入
に
質
問
用
紙
を
郵
送
数
以
上
を
占
め
た
。
し
か
し
百

し
、
百
三
十
三
人
が
回
答
し
た

（
回
収
卓
二
六
妬
）
。

　
語
学
力
で
は
「
片
言
ま
た
は

日
常
会
話
程
度
の
英
語
」
と
す

る
人
が
大
部
分
。
英
語
以
外
で

人
以
上
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
″

医
師
も
三
人
い
た
。

県
内
医
療
根
　
［
思
わ
な
い
］
が
五
十
六
人

間
の
在
日
外
　
（
四
二
％
）
と
、
消
極
的
な
意

国
人
愚
者
受
見
が
上
回
っ
た
。
し
か
し
「
通

け
入
れ
の
た
訳
が
い
れ
ば
や
る
」
　
「
来
る
も

め
に
、
活
動
の
は
拒
ま
な
い
」
と
す
る
医
師

を
進
め
て
い
も
多
か
っ
た
。

る
国
際
医
療
　
在
日
外
国
人
の
患
者
受
け
入

交
流
会
　
　
’
れ
の
た
め
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
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に
関
し
て
は
、
「
外
国
語
の
通
訳

困
っ
た
点
と
し
の
派
遣
・
電
話
に
よ
る
通
訳
」

て
は
、
や
は
り
へ
の
要
望
が
最
も
多
く
（
五
十

言
葉
の
壁
を
挙
四
人
、
四
一
％
）
、
「
指
定
郷

け
る
医
師
が
名
丁
院
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る

か
っ
た
。
「
患
診
療
体
制
の
確
立
」
　
「
外
国
人

者
の
症
状
を
理
が
個
λ
で
加
入
で
き
る
医
療
保

解
で
き
な
い
」
　
険
の
普
及
」
を
求
め
る
声
も
あ

「
薬
の
説
明
が
　
っ
た
。

通
じ
た
か
不
安
≒
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
で
何
と
か
意
思
疎
通
し
た
」

な
ど
、
現
場
の
苦
労
が
う
か
が

え
る
。
こ
の
た
め
「
医
療
過
誤

を
招
き
か
ね
な
い
」
と
い
う
指

摘
も
あ
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
責
任
者
・
で
あ

る
堀
江
徴
さ
ん
（
ニ
ニ
ず
同
大
医

学
部
四
年
＝
は
「
秋
田
に
も
外

国
人
の
診
療
経
験
登
か
な
医
師

が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
は

大
き
い
収
穫
。
一
般
市
民
の
協

医
療
費
負
担
で
は
、
保
険
に
力
も
得
て
医
療
機
関
、
行
政
、

　
患
者
の
国
籍
別
に
診
療
経
験
加
入
し
て
い
な
い
患
者
へ
の
対
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
三
者
タ
イ
ア

　
（
複
数
回
答
）
を
み
る
と
ア
メ
応
が
問
題
。
約
四
割
の
患
者
は
ッ
プ
が
で
き
れ
ば
理
想
的
。
医

り
力
人
を
診
療
し
た
こ
と
が
あ
民
間
の
医
療
保
険
も
含
め
、
何
学
生
は
も
っ
と
社
会
へ
の
関
心

は
ド
イ
ツ
語
、
留
学
生
の
多
い
る
医
師
が
五
十
九
人
、
中
国
四
ら
か
の
保
険
に
加
入
し
て
い
を
持
つ
べ
き
だ
」
と
語
る
。

中
国
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
が
十
九
入
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
四
十
七
だ
。
し
か
し
半
数
以
上
の
未
加
　
千
野
会
長
（
二
Ｉ
Ｔ
同
三
年
―

挙
げ
ら
れ
た
が
や
は
り
少
数
人
と
、
こ
れ
ら
三
力
国
が
群
を
入
者
の
場
合
、
全
額
自
己
負
担
、
は
「
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基

派
。

　
実
際
の
診
療
経
験
は
、
経
験

な
し
の
医
師
は
二
十
八
入
で
、

亘
一
天
（
七
七
％
）
が
経
験
あ

り
。
こ
の
う
ち
患
者
数
一
－
十

抜
い
て
多
か
っ
た
。
ア
ジ
ア
、
無
料
の
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
　
に
、
春
ご
ろ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

欧
米
を
中
心
に
、
ア
フ
リ
カ
を
　
　
「
今
後
進
ん
で
外
国
人
患
者
を
企
画
し
て
い
る
。
医
療
の
専

除
く
世
界
各
地
の
計
四
十
四
カ
を
診
療
し
よ
う
と
思
う
か
」
と
門
家
だ
け
で
な
く
一
般
市
民
に

国
・
地
域
の
名
が
挙
が
っ
た
。
い
う
質
問
に
対
し
て
は
「
思
う
」
も
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

　
外
国
人
患
者
の
診
療
の
際
、
が
三
十
三
人
（
二
五
感
）
、
話
し
た
。
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